
活 ⽤ 事 例 愛知県豊橋市⽴⽜川⼩学校 鈴⽊康弘校⻑ 

活⽤事例タイトル ３．１１ 今，ぼくたちができること 

対象授業科⽬/活動 総合学習 

授業または活動の概要（⽬

的、実施時期、授業の場合

教科名や単元名、対象学

年、参加⼈数、ICT の使⽤

局⾯など） 

 
【単元名】 ３．１１ 今，ぼくたちができること 
【授業者】 ⽥中千晶教諭 
【対象学年】⼩学６年 
【ICT 使⽤場⾯】 

３年７か⽉前の東⽇本⼤震災は，遠く離れた私たちにも⼤きな衝撃を与え，被
災地に住む⼈々のことを考えると今でも⼼が痛む⼤災害である。当時２年⽣だっ
た⼦どもたちもニュースや実際に揺れを体験したことなどから関⼼をもっている
⼦が多い。テレビでも話題になった「釜⽯の奇跡」を教材とし，防災に対する姿
勢を学ぶなかで，「いざというとき，⾃分たちは正しい判断をして命を守ることが
できるのだろうか」「何をしておけばよいのだろうか」という疑問や思いを抱くよ
うになり，それぞれが課題をもち，調べを進めてきた。本時は，前時に続いて，
調べたことを発表し合い，得た知識を共有し，新たな課題について話し合う場⾯
である。体験したことや取材したこと，インタビュー内容などを動画や写真を編
集して効果的にプレゼンテーションすることで，クラス全体にわかりやすく効率
よく伝えることができると考える。そして，⾃治会⻑へのインタビュー内容から
出てきた「校区に住む⼀⼈暮らしのお年寄りをどう守るか」という⼤きな課題に
ついて，それぞれの調べ学習から得た知識をもとに，解決に向かって話し合いを
進めていきたい。現実的には，すぐに解決できるような簡単な問題ではないが，
⼦どもたちが⾝につけた知識や考えを総動員して，何とかしようと意欲的に取り
組んでいく姿を⽬ざしたい。 
 

ICT 活⽤により 
期待できる効果 

ICT 活⽤のねらい 

 
【単元のねらいと⽬標】 
・ 地震が起きたとき，⾃分たちの住む⽜川校区でどのような被害が起こるのか，

またどのような備えや訓練が必要なのかなどについて，意欲的に追究しようと
している。 

 （関⼼・意欲・態度） 
・ ⽜川校区で想定される被害や地震に対する備えなどについて調べる活動を通

して，校区に住む⼈たちと⼒を合わせることの⼤切さや⽇頃からの備えが⼤切
であることに気づき，校区に情報を発信させようと動きだすことができる。  
（思考・判断・表現） 

・ 「命を守ることのできる⼈」になるために必要な情報を収集・整理し，友達や
家族，校区の⼈たちに発信するために活⽤することができる。        
（学習活動に関わる技能） 

・ ⽜川校区に起きた過去の災害被害や今後起こると想定されている地震に対し
て，どのような備えがされているか，また今後必要となるかを知ることができ
る。 （知識・理解）



第６学年３組 総合的な学習授業案 
授業者 田中 千晶 

１ 単元名       ３．１１ 今，ぼくたちができること （本時１４／２３） 
２ 単元の目標 

・ 地震が起きたとき，自分たちの住む牛川校区でどのような被害が起こるのか，またどのような備えや

訓練が必要なのかなどについて，意欲的に追究しようとしている。      （関心・意欲・態度） 
・ 牛川校区で想定される被害や地震に対する備えなどについて調べる活動を通して，校区に住む人たち

と力を合わせることの大切さや日頃からの備えが大切であることに気づき，校区に情報を発信させよ

うと動きだすことができる。                       （思考・判断・表現） 

・ 「命を守ることのできる人」になるために必要な情報を収集・整理し，友達や家族，校区の人たちに

発信するために活用することができる。                （学習活動に関わる技能） 

・ 牛川校区に起きた過去の災害被害や今後起こると想定されている地震に対して，どのような備えがさ

れているか，また今後必要となるかを知ることができる。             （知識・理解） 

３ 単元の構想 ２３時間完了（※支援・留意点 ◆ＩＣＴ活用） 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

４ 本時の授業について 

３年７か月前の東日本大震災は，遠く離れた私たちにも大きな衝撃を与え，被災地に住む人々のことを

考えると今でも心が痛む大災害である。当時２年生だった子どもたちもニュースや実際に揺れを体験した

ことなどから関心をもっている子が多い。テレビでも話題になった「釜石の奇跡」を教材とし，防災に対

する姿勢を学ぶなかで，「いざというとき，自分たちは正しい判断をして命を守ることができるのだろう

※発表内容か

ら課題が見

つかるよう

に板書を工

夫する。 
 ・避難することの大切さを

みんなに知らせたいね 

どんな訓練をしておいたらいい

のかな？（本・インターネット） 

危険な状況はどうやって判断す

るのかな？（本，インターネット）

○調べたことを発表し合い，新た

な課題を見つける。 

想定にとらわれない すぐに逃げること 最善をつくすこと ○それぞれの課題につい

て本やインターネット

などで調べたり，取材し

たりして，コラボノート

にまとめる。 

 

校区の一人暮らしのお年寄りをどうやって守るの？（本時）

◆互いに情報を
交換し，協力
して調べ学習
を進めること
ができるよう
に，毎回コラ
ボノートを使
ってふり返り
を行う。 
【情報共有】

 

 

調べたことを伝え合おう③（本時２/３） 

～今，ぼくたちができることは何かな？～

『釜石の奇跡』から学ぼう③ 

○『釜石の奇跡』の小学生たち

の行動から，命を守るために

大切なことを学ぶ。 

東日本大震災について知ろう ①
○被災地の小学生の日記や映像

資料から，東日本大震災の様

子を知り，興味をもつ。 

・地震から命を守るためには状況を冷静に判断して，すぐに逃げることが大切だね 

・牛川には，どんな危険があるのだろう？いざというとき，自分は冷静に判断でき

るだろうか逃げることができるだろうか？

・大人を助けながら避難した子どもたちがいるらしいよ 

どうやって生き延びたのかな？ 

◆被災地の様子がよくわかるように，写真や

動画，アニメーションなどの映像資料を大

型テレビに映して提示する。【興味関心】

◆友達の考えを共有しながら，自分の考えを

深めていくために，コラボノートに学習の

まとめをする。      【ふり返り】

・震度６ってど

のくらい揺れ

るのだろう？ 

通学路危険調べ（共通） 

・いろんな訓練方法が 
あるんだね。みんな

でやってみよう 

○話し合ったことをもとに，防

災リーフレットを作成し，自

治会を通して校区に配布する

など，実現に向けて活動する。

・みんなにも手伝っ

てもらおう 大地震のとき，どんなことが

起こるの？（被災地の子ども

たちの作文・インターネット）

牛川にはどんな危険があるの？ 

（ハザードマップ・校区探検） 

身の守り方訓練（共通） 

どこに避難したらいいの？（自治

会長さんへのインタビュー）

どんな備えをしておいたらいい

のかな？（本・インターネット）

◆クラス全体に
わかりやすく
伝 え る た め
に，内容に合
わせて，発表
名人やコラボ
ノートを使っ
て発表する。
【表現・説明】

どうしたら命を守ることができる人になれるのかな？調べよう⑧ 

牛川も災害にあったこと

があるのかな？（自治会長

さんへのインタビュー） 

ぐらっと号での揺れ体験（共通）

・お年寄りだけじゃなく，校区の人にも調べたことを伝えたいね

・リーフレットを作って配ったらどうだろうか？ 
◆わかりやすく，見やすいリーフ

レットをつくるために，紙面構

成や内容の精選をはかり，発表

名人を使ってまとめる。 

【表現・説明】

・一人暮らしのお年寄りをどう避難させるかが

課題なんだって 

・釜石では，子どもたちが必

死に逃げる様子を見て，大

人も逃げる気になったよ 

・アンケートから備えをし

ていない家がたくさんあ

ることがわかったよ 

・古い家に住んでいる

お年寄りも多いよ 

※活動の価値を実感し，今後の活

動へといかせるように，ふり返

りを行う。 

個の調べ→グループの調べ 

・津波の心配はなさそうだ

ね。建物の倒壊のほうが

心配だよ 

・揺れがひ

どくて逃

げられな

いよ 

・大人の人の協力が

必要だね 

・声をかけ合って逃げた子 

どもたちもいたね 
・呼びかけることなら， 

ぼくたちにもできるよ ・避難場所もわかりや

すく伝えたいね 

・家を建てかえるのは，簡

単にはできないよ 

リーフレットを読んだ大人たちが，すすんで逃げることの

大切さや校区のお年寄りの方々のことを考えてくれるとい

いな。そしていざという時，みんなで命を守れるといいね 

・近所にどんな人が住んで

いるのかわからない ・備えをしていない家

もたくさんあったよ 

・ぼくたちだけで、お年寄

りを守るのは無理だよ 

「３．１１牛川プロジェクト」を実行しよう⑧



か」「何をしておけばよいのだろうか」という疑問や思いを抱くようになり，それぞれが課題をもち，調

べを進めてきた。本時は，前時に続いて，調べたことを発表し合い，得た知識を共有し，新たな課題につ

いて話し合う場面である。体験したことや取材したこと，インタビュー内容などを動画や写真を編集して

効果的にプレゼンテーションすることで，クラス全体にわかりやすく効率よく伝えることができると考え

る。そして，自治会長へのインタビュー内容から出てきた「校区に住む一人暮らしのお年寄りをどう守る

か」という大きな課題について，それぞれの調べ学習から得た知識をもとに，解決に向かって話し合いを

進めていきたい。現実的には，すぐに解決できるような簡単な問題ではないが，子どもたちが身につけた

知識や考えを総動員して，何とかしようと意欲的に取り組んでいく姿を目ざしたい。 
（１）目 標 

 ・ 調べたことがクラスのみんなにわかりやすく伝わるように発表することができる。 

   ・「一人暮らしのお年寄りをどう守るか」という課題について自分の調べをもとに考えることができる。 

（２）準 備  ＰＣ，ＯＨＣ，タブレット端末 

（３）展 開 

時間 学習活動   ※支援・留意点     ◆ＩＣＴ活用  ☆評価（方法） 
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２ 調べたことをチームごとに発表し，新たな課題について話し合う。

１ 学習のめあてを確認する。 

調べたことを伝え合おう～命を守る人になるために，今ぼくたちができることは何だろう？～

自治会長さんに話を聞 

いてきたよ 

・豊川が増水すると，暮川や

若宮付近は水が入るらしい 

・水が７０㎝の高さまでくる

のに１時間。だから新しい

道路は７０㎝高く造ってあ

るんだって 

・災害時のことを考えて道路

が造ってあるんだね 

・地域の一人暮らしのお年寄

りがどうやって避難するの

かが難しい問題なんだって 

本やインターネットで

調べたよ 

・揺れている間の様子を東北

の子の作文から考えたよ 

・揺れ始めてから最初の８秒

間の行動が大切だって本に

書いてあったよ 

・８秒間で何ができるのかを

実際に試してみたよ 

・避難場所や避難経路，身の

守り方を知っておくことも

大切だね 

・一人暮らしのお年寄りや体

の不自由な人に，なかなか

情報が伝わらなかったらし

いよ 

 

牛川の過去の浸水

被害について 

３ 本時の学習をふり返る 

・避難するときに声をかけ

合って逃げたらいいよ 

大地震にどう備えるか 

※後の活動に向け

て，子どもたちが

常に自分たちの活

動をふり返ること

ができるように，

学びの軌跡を教室

に掲示しておく。 

◆クラス全体にわ

かりやすく伝え

るために，発表名

人やコラボノー

トで発表を行う。

【表現・説明】

・釜石の時みたいに，逃げ

ようとしない人もいると

思うよ 

みんなが命を守ることができるように，校区の人にも調べたことを伝えたいね 

牛川で想定される

被害について 

・お年寄りのことだけじゃな

く，命を守るためにできる

こともみんなに知らせた

いね 

・逃げることの大切さを知った

ら，逃げようと思うかも 

・変な人だったら声をかけ

るのも怖いよ 

☆友達の意見や調べ

学習で得た知識か

ら，どうしたらお

年寄りを守ること

ができるのかを自

分なりに考えるこ

とができたか。（発

言・ワークシート）

・大地震の時，自分たちだけじゃなく，お年寄りや校区の人たちみんなが助かるようにしたいと思ったよ 

・どうしたら調べたことを校区の人たちにわかりやすく伝えることができるのか話し合いたいな 

・ぼくたちだけでお年寄り

を助けるのは無理だよ 

※意見が出しやすい

ように，小グルー

プでの話し合いか

ら始め，全体へと

つなげていく。 

・避難所の場所や危ない場

所を知っておく必要があ

るね 

※「一人暮らしのお

年寄りをどう守

るか」という課題

について考える

際に，これまでの

発表がいかせる

ように，板書を工

夫する。 

◆状況を想起しやす

くするために，必

要に応じて各グル

ープの調べを資料

として大型テレビ

に提示する。 

【情報共有】

・地域の大人の人の協力が

必要だね 

どうしたら一人暮らしのお年寄りを守れるかな？ 

・近所にどんな人が住んで

いるか知らないよ 

・呼びかけることならぼくたち

にもできるね 

危なそうな場所を見て 

きたよ 

・津波の被害は，まずなさそ

うだけど，建物の倒壊や液

状化が心配だよ 

・家の中にいても，家具の下

敷きになる心配もあるよ 

・家具を金具で固定をしたり，

倒れそうな家具のそばで寝

たりしないように日頃から

備えておくことが大事だよ 

・古い家は倒壊する心配があ

るらしいよ 

・お年寄りが一人で住んでい

る家もあったよ 


